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声の抑揚が別人に変わる
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～基本周波数パターン生成過程モデルに基づく韻律変換～
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音声は抑揚（声の高さの変化）とリ
ズムのつけ方によって大きく異なる
印象の話し方になります。本展示で
は、ある話者と別の話者の抑揚・リ
ズムを「混ぜる」ことによって、本
人の声色は変えずに話し方だけを変
えることができる高品質音声変換技
術を紹介します。

声の高さに相当する基本周波数(F0)
パターンは声帯に張力を与える甲状
軟骨の運動によって生み出されてい
ます。本技術では、二つのF0パター
ンの単純な伸縮や混合ではなく、甲
状軟骨に加わる力そのものを合成し
て音声を生成するので、変換音声の
自然性がいつも保たれる点がポイン
トです。

映画やアニメの俳優・声優の話し方
を自分好みに変換したり、喉頭摘出
者の無喉頭音声に抑揚を付与したり、
非母語話者の音声の抑揚を母語話者
風に付け替えたりできる音声処理技
術への応用が期待されます。プレゼ
ンの練習や語学の学習支援としても
利用することができます。
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声の個人性を保ったまま他人の抑揚
を適度に取り入れられる

SPACE法※

SPACE法

基本周波数(F0)パターン

例えばプレゼンのうまい人の話し方やネイティブの

ような抑揚になった自分の声を聞くことで、話し方

のトレーニングができる

※SPACE法
Statistical Phrase/Accent Command Estimation

• 音声F0パターンは甲状軟骨の運動パラメータにより
記述可能

• SPACE法はこの逆推定を高速・高精度に行う手法

甲状軟骨の回転・
並進方向に加わる
力を推定

話者Aの音声を話者Bの抑揚で

話者Aの音声
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